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【手続補正書】
【提出日】平成26年10月15日(2014.10.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　非球面勾配屈折率（ＧＲＩＮ）レンズを製造する方法であって、
　多層化ポリマー合成膜を形成するために、第１の屈折率を有する第１のポリマー材料及
び前記第１の屈折率とは異なる第２の屈折率を有する第２のポリマー材料を共押出しする
工程と、
　前記多層化ポリマー合成膜を多層合成ＧＲＩＮシートに組み立てる工程と、
　前記多層合成ＧＲＩＮシートを非球面レンズに成型する工程と、を含む方法。
【請求項２】
　前記ＧＲＩＮレンズは、軸状、放射状、球面状又は非球面状ＧＲＩＮ分布を有する請求
項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＧＲＩＮシートは、非球面ＧＲＩＮレンズに熱成形、モールド及び／又は機械加工
される請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記多層化ポリマー合成膜は、式（ＡＢ）ｘ、ｘ＝２ｎ、ｎが４から１８の範囲により
表される複数の少なくとも２つの交互層（Ａ）及び（Ｂ）を含み、
　層（Ａ）は成分（ａ）を含み、層（Ｂ）は成分（ｂ）を含み、
　前記成分（ａ）及び（ｂ）は、異なる屈折率を有する請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記成分（ａ）及び（ｂ）は、ポリマー材料、複合ポリマー及びポリマーブレンドから
なる群から選択される請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記ポリマー材料は、ガラス状材料、結晶性材料、液晶性材料及びエラストマー材料か
らなる群から選択される請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記層は、５ｎｍから１，０００μｍの厚さを有する請求項４に記載の方法。
【請求項８】
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　前記多層化ポリマー合成膜は、階層的な多層合成ＧＲＩＮシートを形成するために規則
正しい層で積層され、隣接する多層化ポリマー合成膜は、連続的な異なる屈折率を示すよ
うに選択される請求項４に記載の方法。
【請求項９】
　前記多層化ポリマー合成膜は、少なくとも１０の交互層を含む請求項４に記載の方法。
【請求項１０】
　前記多層化ポリマー合成膜は、５０から５００，０００の範囲の交互層を含む請求項４
に記載の方法。
【請求項１１】
　前記多層化合成ＧＲＩＮシートは、５から１００，０００の多層化ポリマー合成膜で構
成される請求項４に記載の方法。
【請求項１２】
　前記多層化合成ＧＲＩＮシートは、２０から１０，０００の多層化ポリマー合成膜で構
成される請求項４に記載の方法。
【請求項１３】
　前記成分（ａ）及び（ｂ）は、化学的に同一材料である請求項４に記載の方法。
【請求項１４】
　前記ポリマー材料は、ポリエチレンナフタレート、その異性体、ポリアルキレンテレフ
タレート、ポリイミド、ポリエーテルイミド、スチレンポリマー、ポリカーボネート、ポ
リ（メタ）クリレート、セルロース誘導体、ポリアルキレンポリマー、フッ化ポリマー、
塩化ポリマー、ポリスルホン、ポリエーテルスルホン、ポリアクリロニトリル、ポリアミ
ド、ポリビニルアセテート、ポリエーテル－アミド、スチレン－アクリロニトリル共重合
体、スチレン－エチレン共重合体、ポリ（エチレン－１，４－シクロヘキシレンジメチレ
ン　テレフタレート）、アクリルゴム、イソプレン、イソブチレン－イソプレン、ブタジ
エンゴム、ブタジエン－スチレン－ビニルピリジン、ブチルゴム、ポリエチレン、クロロ
プレン、エピクロロヒドリンゴム、エチレン－プロピレン、エチレン－プロピレン－ジエ
ン、ニトリル－ブタジエン、ポリイソプレン、シリコンゴム、スチレン－ブタジエン、ウ
レタンゴム、ポリオキシエチレン、ポリオキシプロピレン、及びテトラフルオロエチレン
　ヘキサフルオロプロピレン　ビニリデン（ＴＨＶ）からなる群から選択される請求項５
に記載の方法。
【請求項１５】
　前記ポリマー材料は、ブロック及びグラフトコポリマーからなる群から選択される請求
項５に記載の方法。
【請求項１６】
　前記層は、屈折率に影響を与えるように設計された有機又は無機材料をさらに含む請求
項４に記載の方法。
【請求項１７】
　０．０１又はそれよりも大きい勾配の屈折率を示す請求項４に記載の方法。
【請求項１８】
　０．０２から１．０の範囲の勾配の屈折率を示す請求項４に記載の方法。
【請求項１９】
　０．０５から０．５の範囲の勾配の屈折率を示す請求項４に記載の方法。
【請求項２０】
　前記成分（ａ）及び（ｂ）は、混合、非混合又は部分的混合ポリマー材料である請求項
４に記載の方法。
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